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さ ゆ り
崎岩

よしかわ市民ネットワーク代理人
吉川市議会議員

市民主役のまちづくり

よしかわ市民ネットワークは 岩崎さゆり とともにめざします

岩崎さゆりの活動記録 よしかわ市民ネットワーク

さ ゆ り
崎岩

農家に生まれ、オーガニック
農業に従事した経験を持つ 
岩崎さゆりは、子育てしや
すい、誰もがゆるやかにつ
ながる、すこやかな笑顔の
まち吉川をめざしています。

住所：吉川市保1-31-14
TEL：048-982-4808　
FAX：048-983-1835
MAIL : yoshikawa.shimin.net@gmail.com

国政に左右されない自治するチカラ！！
よしかわ市民ネットワークは
市民がつくった政党です。

自分たちのまちは自分たちでつくる。
市民力を活かし、地域で支え合い
共につくり上げる市政へ。

自分らしく安心して暮らせる吉川
こどもをまんなかに、歳をとっても、障がいを
もっても、人権が尊重され、孤立せず安心して
暮らせる社会をめざします。

持続可能な循環型社会の実現へ
次世代のこども達のために地球環境を守りた
い。農業を守ることは、食の自給はもとより、
多様な生物がいきる環境を維持します。田ん
ぼの保水力は防災にも役立ちます。東京近郊
という吉川市の立地を活かし、田園都市として
の魅力を磨きます。



生き物観察会

市内の放射能測定

高齢者施設学習会

気候危機アクションに参加

よしかわ
市民ネットワーク

市政に声を届けました【岩崎さゆり 市議会一般質問】

岩崎さゆりは実現します～私たちのまち  私たちの手で～

3 月議会　初めての議会で議案質疑
●人・農地プランについて

6 月議会　
●有機農業の推進について
●学校給食の地産地消について
●香害及び化学物質過敏症に関する周知・啓発について

9 月議会　
●子育て支援について
●こどもの熱中症予防対策について
●気候危機対策について
●環境にやさしいまちづくりについて

●健やかなこども達の育ちの為に
学校給食の無償化
オーガニック給食の実現を

さゆりの田んぼ通信
～ 実りの秋 ～

●気候危機対策
再生可能エネルギーの推進
●環境保全対策　　
脱プラスチック政策の推進

●防災・減災対策
市内の冠水対策の早期実現
保水力をもつ田んぼを整備・保全し、防災
にも生かすため農業従事者・市民との協働
●次世代につなぐ農業を
食の安全保障の根幹をなす農業を重要な産
業と位置づけ、まちづくりに反映させ充分
な支援を
耕作放棄地を増やさないよう後継者や新規
就農者の育成の推進

〈岩崎さゆりプロフィール〉旧姓 鈴木
●1973年 11月 吉川市川藤生まれ
●現在も川藤在住
●さなえ幼稚園 /旭小学校・東中学校 /
県立越谷総合技術高等学校

●アパレル /メイクアップ関連に従事
●無農薬農業・有機農業に携わる
◆『なまず田んぼ米の会』　主宰
◆『ぽっかぽかの会』主宰
（子どもの病気や障害についての親同士のコミュニティ）
◆『よしかわオーガニックの会』主宰

●防災士資格取得
〈家族〉　夫・息子（高校生）の３人家族
〈好きなこと〉　生き物観察・ダンス

　川藤の実家の田んぼで、米作り体験「な
まず田んぼ米（まい）の会」を開催していま
す。今年も昔ながらの手刈りとハザ掛けを
行いました。指導協力の農家の方が見本を
示しながら「米という字は八十八と書くよう
に、米づくりには８８もの手間がかかる」と
話してくれました。５月の田植えに始まり暑
い夏の生きもの観察を経験したこども達は、
うなずいたり、想像したりしている様子。
　素晴らしい青空と秋の光の中でみんなで

収穫に精を出しました。こども達の食育に
もつながっています。
　吉川の原風景ともいえるどこまでも続く
田んぼ。今、田んぼは後継者不足や耕作
放棄地など厳しい局面に立たされていま
す。次世代につなぐ農業に取り組みます。

●市民がいきいき暮らせるまちづくり
高齢者・障がい者支援、買い物難民支援、気候
危機対策等を可能とする公共交通の更なる推進
をめざし、市民を交えて地域公共交通の充実を

●市民ネットワークの３つのルール
① 任期は最長 3期 12年で交代
② 選挙はカンパとボランティア
③ 議員報酬はみんなの活動費

●HP ●カンパ受付中！ 
ゆうちょ銀行 038
普通 7744921


